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Implementation and Issue of Hosting Multi-occupational Collaborative 
Workshops for Promotion of Home Health Care for Children
Awoi NISHIMURA＊, Manabu TANAKA＊, 
Hiromi HARADA＊＊ and Kazuhiko SHIROTA＊＊
Abstract: In 2016, a collaborative workshop was held five times for the purpose of promoting communication 
and cooperation among people of various professions so that they could provide infants with better home 
healthcare they need in the eastern part of Tokyo. The number of participants in these five workshops was 
263. They were visiting nurses, medical staff such as doctors and public health nurses, those caring for the 
elderly, counselors and advisors, administrative officials. The level of satisfaction was relatively high, 94.5% 
on average. The questionnaire filled by the participants revealed that they understood the contents of the 
workshops well, became aware of important issues as well as of themselves as professionals, and expected 
more from workshops hopefully held in the future. In these positive answers is reflected the relatively high 
satisfaction level mentioned above. It was also revealed that the participants wanted to put to practical use the 
knowledge and information, to inform their colleagues of them, and to help further the cooperation among 
various medical and caregiving professions, and that they hoped similar workshops would continue to be held 
in the future. In order to hold more workshops in the future, it is necessary to performing a good publicity 
campaign. In addition, more case studies should be carried on concerning those at the receiving end of visiting 
services, making opinion exchanges easier and improving a theme and method of workshops.
Keywords: Medical care child, Childhood home care, Child-visit nursing, Multi-occupational collaboration, Workshop 
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職種 地域 病院 ショートステイ施設日中預かり施設
医師 往診医・近隣開業医 外来医師・病棟医師 担当医師
歯科医師 訪問歯科医師 病院歯科医師
薬剤師 地域薬剤師 病院薬剤師












教育職 特別支援学校の教員 ─ ─
行政 障害福祉課，保健師 ─ ─
前田浩利：子どもと家族の生活を支える多職種連携，小児在宅医療ナビ，南山堂，東京，2013年，P20より引用


















































































































































































































職種 名（％） 職種 名（％）
医療職 111（55.2）
看護師 95（47.2）
保健師 14（  6.9）
医師   2（  1.0）
リハビリ職   37（18.4）
PT 22（10.9）
OT 12（  6.0）
ST   3（  1.5）
介護職   23（11.4） ヘルパー 18（  9.0）
介護支援専門員   5（  2.5）
その他   30（14.9）
相談支援員   8（  4.0）
行政職員   5（  2.5）
保育士   2（  1.0）
教員   3（  1.5）
家族   4（  2.0）








訪問している事例の紹介があるので 15   8.1
職場や関係者から研修会参加を促された 12   6.5
その他   3   1.6
表６　研修会への満足度
n＝201
第１回 n＝42（％） 第２回 n＝27（％） 第３回 n＝52（％） 第４回 n＝42（％） 第５回 n＝38（％）
大変良い 61.7 65.9 65.4 60.0 97.4
良い 36.1 26.7 21.2 35.7   2.6
普通   2.2 0   0.4 0 0
あまり良くない 0 0 0 0 0
改善の余地あり 0   3.7 0 0 0
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者政策総合研究事業， https://www.mhlw.go.jp/file/06-
Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihoke
nfukushibu/0000147259.pdf#search=%27%E5%A5%88
%E5%80%89%E9%81%93%E6%98%8E+%E5%8C%BB
%E7%99%82%E7%9A%84%E3%82%B1%E3%82%A2%
E5%85%90+%E6%95%B0%27，（2018年７月19日閲覧）
［２］ 前田浩利「長期NICU入院児の在宅医療移行におけ
る問題点とその解決」，重症新生児に対する療養・
療育環境の拡充に関する総合研究（平成20～22年
度研究報告書），小児在宅医療支援研究会，pp.150-
153，（2011）
［３］ 全国訪問看護事業協会，医療ニーズの高い障害者へ
の支援策に関する調査報告書，平成22年度厚生労働
省障害者総合福祉推進事業，https://www.mhlw.go.jp/
bunya/shougaihoken/cyousajigyou/dl/seikabutsu19-2.pdf，
（2018年７月19日閲覧）
［４］ 前田浩利編『実践 !!小児在宅医療ナビ─地域で支え
るみんなで支える』，pp.17-23，南山堂，（2013）
［５］ 古田聡美「訪問看護ステーションにおける小児訪問
看護の実際─小児訪問看護の問題点─」，鹿児島純
心女子短期大学研究紀要，38，pp.163-172，（2008）
［６］ 谷口美紀・横尾京子・名越静香・福原里惠・中込さ
と子・田辺操子・野尻昭代「小児の在宅医療および
育児を支えるための訪問看護ステーション利用の実
情と課題」，日本新生児看護学会誌，10（1），pp.10-
17，（2004）
［７］ 片山春香・白井徳子「三重県内の小児訪問看護の現
状と訪問看護師の抱える困りごと」，三重県立看護
大学紀要，13，pp.59-69，（2009） 
［８］ 松﨑奈々子・安久澤智恵子・久保仁美・今井彩・青
柳千春・下山京子・佐光恵子・金泉志保美，「訪問
看護ステーションにおける小児の受け入れの現状と
課題」，日本小児看護学会誌，25，pp.22-28，（2016）
［９］ 厚生労働省，小児等在宅医療連携拠点事業について，
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_
iryou/iryou/zaitaku/dl/syouni_zaitaku_kyoten.pdf，
（2013年７月26日閲覧）
［10］ 前田浩利「多職種連携による小児在宅医療人材育成
プログラムテキスト：医療依存度の高い小児及び若
年成人の重度心身障がい者への在宅医療における訪
問看護師，理学療法士，訪問介護員の標準的支援技
術の確立とその育成プログラムの作成のための研究
平成23-25年度総合研究報告書 （別冊）」，厚生労働
科学研究費補助金障害者対策総合研究事業，（2014）
［11］ 西垣佳織・黒木春郎・江川文誠・藤岡寛・上別府圭
子「在宅重症心身障害児を対象としたレスパイトケ
アの利用／提供に関連する要因」，外来小児科，13（2），
pp.98-108，（2010）
［12］ 国立開発研究法人国立成育医療センター，平成29年
で見つけたケアのヒント小児訪問看護ガイドライン
（平成29年度）」というガイドラインも［14］公表さ
れるようになった。しかしこれらは在宅医師や訪問
看護師を対象とした内容であり、多職種合同の研修
会プログラムは少ない。今後は、先の資料を参考に
しながらも、研修受講生からのニーズも聞きながら
研修会テーマの選定を行っていきたい。
３）研修会の方法
研修方法は、これまで研修講師からの「講義」が
中心であったが、今後は多職種間の意見交換を積極
的に行う為に「事例検討会」と称した多職種合同カ
ンファレンスも実施していきたいと考えている。カ
ンファレンスは他職種の専門性や役割、あるいは職
種を越えた共通性を知り、多職種連携の重要性を知
るのには有効なツールである［15］。また同時に、他
職種との交流や意見交換により、研修会が「顔の見
える関係作りの場」となり、「地域の現状や問題を
知る場」になることを期待したい。
さらに、研修受講生からは「医療的ケアの手技」
（具体的には人工呼吸器の扱い方やその手技的な方
法など）や「在宅療養児のリハビリ」を学びたいと
いう声も上がっている為、今後は技術講習にも力を
入れていきたい。
Ⅵ．おわりに
平成28年度にＡ区で実施した「小児在宅医療推進
のための多職種連携研修会」の実施状況と、研修会
終了後に受講者が記載した質問紙から研修内容を評
価した。今回の研修内容が、その後のＡ区内におけ
る小児在宅ケアにどの程度反映されているのか、ま
た小児を対象とする訪問看護ステーションや事業所
の増加に至っているのか明確な回答を現在のところ
持ち合わせていないが、医療的ケアを必要とする小
児の数がＡ区内では確実に増加しているとの報告が
Ａ区行政職員よりあった。障害や疾患を抱えながら
地域で暮らす小児と家族が、少しでも安心して生活
できるような地域の仕組み作りに今後も微力ながら
協力していきたいと考えている。
【引用文献】
［１］ 田村正徳「医療的ケア児に対する実態調査と医療・
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行支援 指導者育成試行事業，小児在宅移行支援指
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29年度日本財団助成事業，http://www.jvnf.or.jp/info/
shoni-gaido，（2018年６月14日閲覧）
［15］ あおぞら診療所「平成23年度多職種合同カンファレ
ンス総括（全体評価）１」，http://aozora-clinic.or.jp/
renkei/tashyokushyu-23.html，（2018年７月19日閲覧）
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